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最新医療紹介

●黄斑浮腫
黄斑は、網膜のほぼ中心にあり、視力をつかさどる細胞が多

く集まっています。そのため、黄斑に浮腫を生じると、視力が低
下し、日常生活に支障をきたします。糖尿病網膜症での黄斑浮
腫は、単純性から増殖性のいずれの病期においても生じ得ま
すし、網膜静脈閉塞症でも黄斑浮腫の合併は多く見られます。
それぞれの疾患自体の活動性が低下して安定した時期に入っ
ても、黄斑浮腫だけが遷延化することもあり、患者さんにはもち
ろん、眼科医にとっても悩ましい状態です。
●抗VEGF薬
黄斑浮腫の発症には、眼内の血管内皮増殖因子(以下
VEGF)が関与しています。抗VEGF薬は、このVEGFのはたら
きを抑える作用を持ち、眼内に注射して治療を行います。加齢
黄斑変性の治療薬として開発された抗VEGF薬は、近年、糖
尿病黄斑浮腫や、網膜静脈閉塞症に併発した黄斑浮腫に対し
ても適応が拡大されました。治療間隔や回数は患者さんごとに
異なり、視力や網膜断層検査（光干渉断層計：OCT）で治療
効果を判定します。
●抗VEGF薬の効果
治療に対する反応、効果はさまざまで個人差があります。静
脈閉塞症による黄斑浮腫のほうが、糖尿病によるものよりも浮

腫が早期に軽減しやすい印象があります。しかし、静脈閉塞に
よる黄斑浮腫は２～３ヶ月ごとに繰り返すことが多く、再発した
際に、治療を再度行います。治療に対する反応が遅い糖尿病
性黄斑浮腫に対しては、月に1回の間隔で、数回以上の継続
治療が推奨されています。
●抗VEGF薬の問題点
治療の問題は薬価が高いことです。注射1回につき、医療費
3割負担の方で約5万5千円、1割負担の方で約1万2千円の
費用がかかります。そのため、治療には患者さんの生活環境も
関わってきます。現在の病状を患者さん本人やご家族にご理
解いただき、よく相談して、治療の間隔や回数を検討していく必
要があります。

以前は、糖尿病性黄斑症や、網膜静脈閉塞による黄斑浮腫
を軽減させるために、手術以外の方法ではステロイドの局所治
療や、レーザー治療しかありませんでした。抗VEGF薬の硝子
体注射の適応拡大は、薬価が高いという問題はありますが、患
者さんにとっては、治療の選択肢が増えました。治療によって視
力改善があれば、日常生活の質の向上にもつながります。適応
につきましては当科にご相談いただければと思います。

抗VEGF薬硝子体注射の適応拡大
糖尿病黄斑浮腫・網膜静脈閉塞症腎不全の治療法のひとつ～腹膜透析について
眼科医長　稲本　美和子
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医長紹介

●当科メンバーの紹介
こんにちは、腎臓内科の山下
です。昨年本誌に投稿させて頂
いた際は、当科の説明をさせて
頂きましたが、今年度から当科
の体制が変わり新メンバー（山
下裕、山下めぐみ、山下鮎子、
辻清和）になりました（山下姓が
多くなりましたが親戚関係はご
ざいません）。平均年齢は昨年
度よりさらに若返っておりますが、他科の先生にも支えられて、熱
意を持って一生懸命に診療を行っております。今後ともどうぞよろ
しくお願い致します。
●腹膜透析について
それでは今回は腹膜透析という腎不全の治療法についてお
話をさせて頂きます。腎臓病には慢性腎炎や糖尿病腎症、腎硬
化症や多発性嚢胞腎など様 な々疾患がありますが、懸命に治療
を行っても残念ながら腎不全に至ることがあります。腎不全が進
行して、食事療法や薬物療法でコントロールができなくなると尿
毒素が体にたまり、疾患によっては高度な浮腫を認めることもあ
り、透析が必要になります。透析は腎代替療法ともいわれ、腎臓
の働きの一部を代替して行う治療法です。腎代替療法には腎移
植と血液透析と腹膜透析の三つの治療法がありますが、今回は
そのうちの一つである腹膜透析のお話です。

腹膜透析とはその名のとおり、おなかの中の膜を使った治療
法で、自宅で基本的には自分で行う治療法です。まずは手術をし
てお腹のなかにチューブを埋め込みます。そして、そのチューブを
介して、透析液を入れ出しするという作業を行います。きれいな透
析液をお腹の中にいれておくことで、腹膜といわれる誰もがもっ
ているおなかの膜から体の中の毒素が、透析液の方に少しずつ
しみ出ていきます。浸透圧の原理を使ってむくみも取ることがで
きます。血液透析と異なる点の一つは病院への受診が一か月に
一回程度でよいことです。しかし、注意点もあります。感染を起こ
すと腹膜炎になることがあり、とても危険なのでしっかりとした自
己管理、セルフケアが必要です。また、腹膜は少しずつ劣化する
ので、腹膜が硬くなったり、透析がうまくいかなくなった場合などは
医師の指示に従い、速やかに血液透析への移行が必要です。
腎不全で腎代替療法をうけながら趣味の家庭菜園や釣りを
続けている方、大好きな仕事である漁師を続けている方など、生
き生きして過ごしておられている患者さんを私は存じております。
もし腎代替療法が必要といわ
れたら、腹膜透析も含めた3つ
の治療法のどれが自分の腎不
全の状態や生活スタイルにあっ
ているか、医療スタッフやご家族
とみんなでじっくり話しあって、
決めることが重要です。

腎臓内科医長　山下　裕

腹膜透析の注排液バック

提供：参天製薬

治療前

治療後

軟性白班

網膜出血
黄斑浮腫

網膜の静脈が一部詰まって、その周辺
に出血、軟性白斑がみられます。OCT
では、黄斑浮腫を認めます。

抗VEGF薬の注射により、黄斑浮腫は
改善しています。

OCT：光干渉断層計

山下 裕医長

新任医師紹介

小児科
内田　信宏
　この度、長崎医療センター小児科で勤務
することになりました内田　信宏です。
1年半前まで当院で勤務していました。それ

から、長崎県島原病院にて1年半勤務し、今年10月から再び
当院にお世話になることとなりました。医師7年目になります。長
崎医療センターでの勤務は2回目となりますが、早く病院にな
れ、地域の子供達のためにがんばりたいと思います。まだまだ
未熟のところも多いですがよろしくお願いします。

産婦人科
福岡　操
　10月より長崎医療センターの一員に加え
ていただきました。麻酔科を3年学んだ後、産
婦人科医として京都・東京で勤務し、この度

長崎にきました。初めての土地ですが、おいしいお魚とちゃん
ぽん、皿うどん、焼酎、、、（あれ、食べ物ばかりですね、）楽しん
でいます。まだまだ未熟者で多 ご々迷惑をおかけすると思い
ますが、頑張りたいと思いますのでよろしくお願い致します。

小児科レジデント
大園　恵梨子
　10月からNICUに勤務させて頂きます。少
しでも赤ちゃんとご家族の役に立てるように頑
張ります。初めての病院でいろいろとわからな

い点も多く、ご迷惑をおかけすると思いますが、よろしくお願い
致します。

山下 鮎子医師
辻 清和医師


